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糸魚川駐在 

～上越漁協が岐阜県のＪＡ直売所イベントに出店～ 

 

 25、26日に上越漁協が岐阜県にあるＪＡめぐみの「とれったひろば可児
か に

店」の収穫 

祭イベントに参加し、加工品の対面販売を行いました。上越漁協からは職員５名のほ

か加工企画委員会のメンバーである漁業者13名が参加し、収穫祭イベントを盛り上げ

ました。初日の午前９時には店舗前に買い物客が長い行列を作り、夕方の閉店まで客

足が途絶えないほどの盛況ぶりでした。 

上越漁協ブースでは、加工品の販売とあわせ、フライ用の「粉付ニギス」「粉付ナ

ンバンエビ」の試食提供や、漁業者が「ニギスつみれ団子汁」を大鍋で用意し振る舞

いました。試食した方からは、初めて食べる日本海側の魚の美味しさに「感動した」

「子どもや孫にも食べさせたい」という声のほか、つみれの調理相談等たくさんの声

を聞くことができました。販売した商品は、他の団体の中でも上位の売上げであった

ため、「とれったひろば可児店」の店長は、イベントの目玉になったと大変喜んでい

ました。 

参加した漁業者、職員も直接消費者から率直な感想を聞くことができ、大変貴重な

機会となりました。また、得意先と協力して販売を行ったことも今後６次産業化を進

める上で大きなステップになったことと思います。さらに販売力が強化されるよう駐

在として協力していきたいと思います。 

  

  

   

    大盛況だった対面販売         ニギスつみれ団子汁の提供 

 



平成 29年 11月現地情報 
 

新潟駐在  
 

～ 第 62回新潟県青壮年・女性漁業者交流大会 ～ 

 

７日（火）、新潟市万代市民会館において、第 62回新潟県青壮年・女性漁業者交流大会が開催さ

れ、漁業関係者や団体など 159名が参加しました。大会では、３名が漁業後継者として表彰された

ほか、指導漁業士として２名、青年漁業士として３名が認定を受けました。 

若手漁業者の発表では、上越漁協（浦本）の榊
さかき

 祥
よし

隆
たか

さんが、漁家の生まれでない自分が、周囲

に支えられて漁業者として独立できたことへの感謝の気持ちとこれからの抱負を発表し、海洋高校

生の発表では、海洋開発科・海洋技術コース３年の菊池
き く ち

 巽
たつみ

さんが、「バイ篭漁の実用化に向けて」

と題し、バイ貝の漁獲量向上に向けた漁具の改良試験の取組を紹介しました。 

また、実績発表では、次の３課題が発表されました。 

（１）名立漁協の神経締めの取組について       名立漁協     鈴木
す ず き

 栄一
えいいち

さん 

（２）漁業と観光業による桑川地区の活性化について  新潟漁協（山北） 本間
ほ ん ま

 明治
あけはる

さん 

（３）「佐渡カキのガンガン焼き」で沢根に活力を    佐渡漁協（佐和田）三井
み つ い

 宏
ひろ

志
し

さん 

 高付加価値化の取組や、観光と連携した地域活性化の取組、６次産業化の取組が報告され、会場

のみなさんは興味深く聞き入っていました。優秀賞には三井宏志さんが選ばれ、来年３月に行われ

る全国大会へ出場することになりました。 

 続いて、県漁連より「広域浜プランの紹介と進捗について」、新潟海上保安部より「ライフジャケ

ットの着用義務化について」の講演があり、大会は盛況のうちに閉幕しました。 

今大会での漁業者間の交流・情報交換をきっかけに、各地域での漁業・漁村の振興に向けた取組

が更に促進されることを期待しています。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

海洋高校生の発表                実績発表 

    
 
 
 
 
 
 

 
発表者の表彰                 会  場 
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村上駐在 

～村上市食材プレゼンテーションに出展～ 

 

22 日（水）、「村上市食材プレゼンテーション」が、東京都墨田区のレストランで開催されました。 

 市内で生産された農水産物やそれらを加工した食材を、首都圏の飲食店、バイヤー、ライターなどに

広くＰＲすることを目的に、村上市が主催しました。 
当日は、髙橋村上市長による挨拶の後、各生産者がブースに分かれ、それぞれの食材をアピール

しました。また、プレゼンテーションのほか、レストランシェフによる村上市の食材を使った料理

の試食も用意され、会場は大いに盛り上がりました。 

新潟漁協岩船港支所からは、青年部の二人が「活け越し神経締めヒラメ」や「鮮魚セット」を熱

心に説明し、お客様が途切れることなく賑わいました。中には興味を持ったバイヤーもおり、商談

に結びつく話もできたようです。 
出席した青年部員は、お客様の生の声が聞けて非常に刺激になったとのことです。今後もこのよ

うなイベントに積極的に参加し、少しでも販路拡大につなげてほしいと考えています。 
村上市では今後もこのような企画を継続して行うとのことです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 場              岩船港産ヒラメを使った料理 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青年部の出展ブース            青年部によるプレゼン 



平成 29 年 11 月現地情報 

佐渡駐在 

～2017 佐渡さかなまつりが開催～ 

 

 12 日（日）、佐渡さかなまつりが佐渡水産物地方卸売市場で開催されました。このまつりは佐

渡産の水産物を多くの方に食べてもらうことを目的としており、今年で 25 回目の開催となりまし

た。当日は天候にも恵まれ、約 6,000 人が来場しました。 

ブリやタイ、カニなどの鮮魚や活魚の販売のほか、佐渡地区漁業士会による「タコ飯」や「鮮魚

浜焼き」、姫津漁協などによる水産加工品の販売などがありました。 

また、誰でもセリ人体験ができる素人セリ市や、豪華賞品が当たるマグロの体重当て、制限時間

内に好きな魚を袋に入れる詰め放題などのイベントも盛りだくさんで、会場は活気づいていました。

活魚コーナーでは佐渡で取り組んでいる神経締めの実演が行われ、来場者の関心を集めていました。 

当イベントは毎回工夫を凝らした企画を行い、四半世紀にわたり開催されてきました。イベント

が今後も継続されること、そして佐渡産水産物の更なる認知度向上と魚食普及につながることを期

待します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       素人セリ市                 鮮魚販売コーナー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      魚の詰め放題                 佐渡漁業士会コーナー 
 


